
JP 2010-523534 A5 2011.4.21

10

20

30

40

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月2日(2011.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物又は薬学的に許容されるその塩
【化１】

　　　（Ｉ）
［式中、
　Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、Ｈ、アルキル又はハロアルキルであり、
　Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に、Ｈ、アルキル、ハロアルキル又はアリールであり、
　Ｒ５は、アルキル又はシクロアルキル又はシクロアルキル－アルキルであり、そのそれ
ぞれは、必要に応じて１又は複数のＯＨ基で置換されていてもよく、
　Ｒ６は、シクロプロピルアミノ、シクロプロピルメチルアミノ、シクロブチルアミノ、
シクロブチルメチルアミノ並びに
【化２】

（式中、Ｘ、Ｙ及びＺの１つはＮであり、その残りはＣＲ９である）から選択され、
　Ｒ７、Ｒ８及び各Ｒ９は、独立に、Ｈ、アルキル又はハロアルキルであり、Ｒ７、Ｒ８

及び各Ｒ９の少なくとも１つは、Ｈ以外である］。
【請求項２】
　Ｒ１及びＲ２の一方がＨであり、他方がアルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１及びＲ２の一方がＨであり、他方がメチル、エチル又はイソプロピルである、請求
項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１がエチルであり、Ｒ２がＨである、請求項１～３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ３及びＲ４が、それぞれ独立に、Ｈ、アルキル、ハロアルキル又はアリールであり、
Ｒ３及びＲ４の少なくとも１つがＨ以外である、請求項１～４のいずれかに記載の化合物
。
【請求項６】
　Ｒ３及びＲ４の一方がＨであり、他方がアルキル又はハロアルキルである、請求項１～
５のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ３がＨであり、Ｒ４がアルキル又はハロアルキルである、請求項１～６のいずれかに



(3) JP 2010-523534 A5 2011.4.21

記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ３がＨであり、Ｒ４がメチルである、請求項１～７のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ６が
【化３】

である、請求項１～８のいずれかに記載の化合物。
【請求項１０】
　ＹがＮである、請求項１～９のいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　ＸがＣＨであり、ＺがＣ－Ｍｅであり、Ｒ７がＨであり、Ｒ８がＭｅである、請求項１
０に記載の化合物。
【請求項１２】
　ＸがＣＨであり、ＺがＣ－Ｍｅであり、Ｒ７及びＲ８がともにＨである、請求項１０に
記載の化合物。
【請求項１３】
　ＸがＣＨであり、ＺがＣ－ＣＦ３であり、Ｒ７及びＲ８がともにＨである、請求項１０
に記載の化合物。
【請求項１４】
　ＸがＮである、請求項１～９のいずれかに記載の化合物。
【請求項１５】
　ＹがＣ－Ｍｅであり、ＺがＣＨであり、Ｒ７及びＲ８がともにＨである、請求項１４に
記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｙ及びＺがＣＨであり、Ｒ７がＨであり、Ｒ８がＭｅである、請求項１４に記載の化合
物。
【請求項１７】
　ＺがＮである、請求項１～９のいずれかに記載の化合物。
【請求項１８】
　ＸがＣＨであり、ＹがＣ－Ｍｅであり、Ｒ７がＭｅであり、Ｒ８がＨである、請求項１
７に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ６が、シクロプロピルアミノ、シクロプロピルメチルアミノ、シクロブチルアミノ、
又はシクロブチルメチルアミノである、請求項１～８のいずれかに記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ５がイソプロピルである、請求項１～１９のいずれかに記載の化合物。
【請求項２１】
　以下のものから選択される、請求項１～２０のいずれかに記載の化合物。



(4) JP 2010-523534 A5 2011.4.21

【表１】

【請求項２２】
　式IIの化合物、又は薬学的に許容されるその塩

【化４】

　　　（II）
［式中、
　Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’の少なくとも１つはハロアルキルであり、その残り
は、それぞれ独立に、Ｈ、アルキル又はハロアルキルであり、
　Ｒ５’は、アルキル又はシクロアルキル又はシクロアルキル－アルキルであり、そのそ
れぞれは、必要に応じて１又は複数のＯＨ基で置換されていてもよく、
　Ｒ６’は、シクロプロピルアミノ、シクロプロピルメチルアミノ、シクロブチルアミノ
、シクロブチルメチルアミノ並びに

【化５】

（式中、Ｘ’、Ｙ’及びＺ’は、それぞれ独立に、ＣＲ９’であり、又はＸ’、Ｙ’及び
Ｚ’の１つはＮであり、その残りはＣＲ９’である）から選択され、
　Ｒ７’、Ｒ８’及び各Ｒ９’は、独立に、Ｈ、ハロ、アルキル又はハロアルキルである
］。
【請求項２３】
　Ｒ５’がイソプロピルである、請求項２２に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｒ６’が
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【化６】

である、請求項２２又は２３に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｙ’がＮであり、Ｘ’及びＺ’がＣＨであり、Ｒ７’及びＲ８’がともにＨである、請
求項２２～２４のいずれかに記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｒ１’及びＲ２’の一方がＨであり、他方がアルキルであり、又はＲ１’及びＲ２’が
ともにＨである、請求項２２～２５のいずれかに記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｒ３’及びＲ４’の一方がＨであり、他方がＣＦ３である、請求項２２～２６のいずれ
かに記載の化合物。
【請求項２８】
　以下のものから選択される、請求項２２～２７のいずれかに記載の化合物。

【表２】

【請求項２９】
　以下のものから選択される化合物。
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【表３】

【請求項３０】
　以下のものから選択される化合物。

【表４】

【請求項３１】
　化合物（２Ｒ，３Ｓ－３－（６－（（４，６－ジメチルピリジン－３－イルメチルアミ
ノ）－９－イソプロピル－９Ｈ－プリン－２－イルアミノ）ペンタン－２－オール、又は
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薬学的に許容されるその塩若しくはエステル。
【請求項３２】
　薬学的に許容される希釈剤、賦形剤若しくは担体、又はこれらの混合物と混合されてい
る、請求項１～３１のいずれかに記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項３３】
　増殖性疾患を治療するための薬物の調製における、請求項１～３１のいずれかに記載の
化合物の使用。
【請求項３４】
　増殖性疾患ががん又は白血病である、請求項３３に記載の使用。
【請求項３５】
　増殖性疾患が、糸球体腎炎、関節リウマチ、乾癬又は慢性閉塞性肺疾患である、請求項
３３に記載の使用。
【請求項３６】
　ウイルス性疾患を治療するための薬物の調製における、請求項１～３１のいずれかに記
載の化合物の使用。
【請求項３７】
　ウイルス性疾患が、ヒトサイトメガロウイルス（ＨＣＭＶ）、単純ヘルペスウイルス１
型（ＨＳＶ－１）、ヒト免疫不全ウイルス１型（ＨＩＶ－１）、及び水痘帯状疱疹ウイル
ス（ＶＺＶ）から選択される、請求項３６に記載の使用。
【請求項３８】
　ＣＮＳ障害を治療するための薬物の調製における、請求項１～３１のいずれかに記載の
化合物の使用。
【請求項３９】
　ＣＮＳ障害が、アルツハイマー病又は双極性障害である、請求項３８に記載の使用。
【請求項４０】
　脱毛症を治療するための薬物の調製における、請求項１～３１のいずれかに記載の化合
物の使用。
【請求項４１】
　脳卒中を治療するための薬物の調製における、請求項１～３１のいずれかに記載の化合
物の使用。
【請求項４２】
　化合物が、少なくとも１つのＰＬＫ酵素を阻害するのに十分な量で投与される、請求項
３２～３５のいずれかに記載の使用。
【請求項４３】
　ＰＬＫ酵素がＰＬＫ１である、請求項４２に記載の使用。
【請求項４４】
　化合物が、少なくとも１つのＣＤＫ酵素を阻害するのに十分な量で投与される、請求項
３３～３５のいずれかに記載の使用。
【請求項４５】
　ＣＤＫ酵素が、ＣＤＫ１、ＣＤＫ２、ＣＤＫ３、ＣＤＫ４、ＣＤＫ６、ＣＤＫ７、ＣＤ
Ｋ８及び／又はＣＤＫ９である、請求項４４に記載の使用。
【請求項４６】
　化合物が、オーロラキナーゼを阻害するのに十分な量で投与される、請求項３３～４１
のいずれかに記載の使用。
【請求項４７】
　糖尿病を治療するための薬物の調製における、請求項１～３１のいずれかに記載の化合
物の使用。
【請求項４８】
　糖尿病がII型糖尿病である、請求項４７に記載の使用。
【請求項４９】
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　化合物が、ＧＳＫを阻害するのに十分な量で投与される、請求項４７又は４８に記載の
使用。
【請求項５０】
　化合物が、ＧＳＫ３βを阻害するのに十分な量で投与される、請求項４９に記載の使用
。
【請求項５１】
　抗有糸分裂剤としての、請求項１～３１のいずれかに記載の化合物の使用。
【請求項５２】
　神経変性疾患を治療するための、請求項１～３１のいずれかに記載の化合物の使用。
【請求項５３】
　ニューロンアポトーシスを治療するための、請求項５２に記載の使用。
【請求項５４】
　プロテインキナーゼを阻害するための、請求項１～３１のいずれかに記載の化合物の使
用。
【請求項５５】
　プロテインキナーゼがサイクリン依存性キナーゼである、請求項５４に記載の使用。
【請求項５６】
　サイクリン依存性キナーゼが、ＣＤＫ１、ＣＤＫ２、ＣＤＫ３、ＣＤＫ４、ＣＤＫ６、
ＣＤＫ７、ＣＤＫ８及び／又はＣＤＫ９である、請求項５５に記載の使用。
【請求項５７】
　サイクリン依存性キナーゼ、オーロラキナーゼ、ＧＳＫ及びＰＬＫ酵素の１又は複数を
阻害することができる、さらなる候補化合物を同定するためのアッセイにおける、請求項
１～３１のいずれかに記載の化合物の使用。
【請求項５８】
　アッセイが競合的結合アッセイである、請求項５７に記載の使用。
【請求項５９】
　医薬に含有させて使用するための、請求項１～３１のいずれかに記載の化合物。
【請求項６０】
　増殖性疾患、ウイルス性疾患、神経変性疾患、ＣＮＳ障害、糖尿病、脱毛症及び脳卒中
から選択される疾患を治療するための、請求項１～３１のいずれかに記載の化合物。
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